
環境省事業

実施期間 （1）2020年5月11日月～2020年7月31日金
（2）2020年8月24日月～2020年11月30日月
上記のうち、4～6時間（毎週1時間想定）

《本プログラムのポイント》
◆�副読本・ワークシート・省エネ行動シール、教師用解説説明書などがセッ
トになったパッケージ教材を無料提供！
◆�実施する学年や教科に応じて、「4つの省エネ実践プログラム」の中から
選択が可能。
◆実施後に提出する資料はかんたんなアンケートなど。
　指導教員の負担を軽減します。

参加校には、
環境省または「省エネ教育

検討委員会」からの賞状を贈呈。

参加児童には、
ステキなプレゼント ！

新学習指導要領対応

※理科・社会科・家庭科、または「総合的な学習の時間」等での実施を想定しています。

「2020年度学校等における
環境教育プログラム」

申込み・
問合せ先

「学校等における環境教育プログラム」参加校募集事務局（プラスエム内）
〒104-0032東京都中央区八丁堀3-17-6群成舎八丁堀ビル6階
TEL�：�03（5541）7080,　FAX�：�03（6222）4823
メールアドレス�：�kankyo@plus-m.co.jp�（土日・祝日を除く10：00～18：00）

実証事業代表
東京ガス株式会社
都市生活研究所

三神　彩子

お渡しする教材のイメージ

1．まずは「ご検討申込書」をお送りください
2．ご希望に応じて事務局よりお電話やメール・FAX等で詳細をご説明いたします。
3．内容をご理解いただいた上で、あらためてお申込みの手続きをお願いいたします。
4．手続き終了後、「環境教育プログラム」授業実施説明会を実施します。
5．事務局より児童用テキスト・教師用解説書などをお送りいたします。
6．実施期間内に、4～ 6時間（毎週1時間想定）の授業実施
7．事後アンケート等にご協力ください。

実施まで
の流れ

実証校
募集中！

対 象 小学4～6年生　1,500名程度 全国の学校で3,385人が参加
（CO2削減効果-4.8）※2017年度と2018年度の合計

・児童用テキスト ・メーター記録シート（電気・ガス・水道） ・そらたんからの挑戦状・教師用解説書

本事業へのお申込みは、裏面にてご連絡
をいただくか、詳細については下記問い
合わせ先までご連絡をお待ちしています。
ご説明に伺うことも可能です。

楽しく学べる教材一式 省エネでいくら節約できる？データを記録しよう！
他、体験学習プログラムとして、
節電・節水実験、エコクッキングや
省エネ行動トランプ等の実施を通して、
児童が楽しく学べるプログラムです。

環境省では、「2020年度学校等における環境教育プログラム」実証校を募集しています。本プログラムは、
新学習指導要領に対応しており、児童自らが省エネ意識・省エネ行動を実感・体感することでSDGsの考
えに沿って学習効果を深められます。
新学習指導要領で育成を目指す、資質・能力の3つの観点を踏まえた学習目標を設定 ！



学校長様
教務主任様
環境学習ご担当先生

環境省事業「2020年度学校等における環境教育プログラム」

ご検討申込書

FAX 03-6222-4823
Eメール  kankyo@plus-m.co.jp

環境省事業
「2020年度学校等における環境教育プログラム」

実証校募集のお知らせ

環境省では、「2020 年度学校等における環境教育プログラム」実証校を募集しています。本プログラムは、
新学習指導要領に対応し、「主体的・対話的で深い学び」を、ナッジ等（注）の行動科学の先進的な知見を用い
ながら、学校教育に活用できるように開発されています。また、同プログラムでは、児童自らが省エネ意識・
省エネ行動を実感・体感することで SDGs の考えに沿って、学習効果を深められます。参加校には、環境省ま
たは「省エネ教育検討委員会」からの賞状を、また参加児童にはステキなプレゼントを贈呈します。
小学 4～ 6年生対象で、参加数に上限を設けています。興味をお持ちの場合、どうぞお早めにお申し込み、
またはお問い合わせいただきたくご案内申し上げます。
お忙しいところ、勝手なお願いではありますが、どうぞご検討ください。
末筆ですが、先生ますますのご活躍をお祈り申し上げます。

次のいずれかに〇をつけてください。
□�申込みたいので、くわしい内容を教えてほしい
□�内容を詳しく知りたいので資料を送ってほしい
□�内容を詳しく知りたいので連絡してほしい
□�その他（　　　　　　）

◇学校名
（所在地・TEL・FAX）

◇お申込み先生名
（連絡先：電話・メールアドレス等）

◇参加する場合の
   対象学年・人数

�（　　　　　�学年）、クラス数（　　��　　）、参加児童数（　　　��　　　）
※複数学年での参加も可能です。

（注）ナッジ（英語nudge）
「ひじで軽く突く、そっと後押しする」とい
う意味で、人々が自発的に望ましい行動
を選択するよう促す仕掛けや手法を示す
用語。2017年にシカゴ大学のリチャー
ド・セイラー博士がナッジ理論でノーベル
経済学賞を受賞しています。

実証事業代表
東京ガス株式会社�都市生活研究所

三神 彩子
「学校等における環境教育プログラム」参加校募集事務局（プラスエム内）


